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日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

平成３１年２月号
（第１１４号）

発行者

日奈久住民自治会

日奈久の人口
（12月末現在）

男1228人
女1491人
計2719人

(21年末3444人)

１

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

住
民
自
治
会
関
係
会
議
等

会
場：

日
奈
久
コ
ミ
セ
ン

13
日(

水)

市
政
協
力
員
例
会

15
日(

金)

運
営
委
員
会
17:

00
～

18
日(

月)

広
報
部
会
19:

00
～

住
民
自
治
会
運
営
委
か
ら

２
月
の
行
事
か
ら

第
16
回
ふ
れ
あ
い
祭
の
お
知
ら
せ

３
月
９
日(

土
）
午
前
９
時
30
分
か
ら
日
奈

久
ゆ
め
倉
庫
で
開
催
予
定
で
す
。
詳
し
く
は

３
月
号
で
。
な
お
、
ふ
れ
あ
い
祭
で
は
、
婦

人
会
が
バ
ザ
ー
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
物
品

の
ご
提
供
は
、
２
月
22
日(

金)

ま
で
に
婦
人

会
員
、
ま
た
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ま

◆
日
時

２
月
８
日(

金)

９
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

◆
場
所

日
奈
久
コ
ミ
セ
ン
１
階

（
詳
し
く
は
市
報
で
）

「
あ
り
が
と
う
」
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
募
集

◆
字
数
制
限
な
し

◆
締
め
切
り

２
月
15
日(

金)

◆
作
品
送
付
先

〒
８
６
９-

５
１
３
５

八
代
市
日
奈
久
中
町
５
１
６

日
奈
久
温
泉
観
光
案
内
所

昨
年
、
12
月
15
日(

土)

に
約
１
２
０
名
の
方
々

が
日
奈
久
温
泉
に
宿
泊
さ
れ
、
晩
白
柚
収
穫
前
夜

祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
む
た
ゆ
う
じ
さ
ん
の
コ
ン

サ
ー
ト
や
大
抽
選
会
で
大
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

翌
16
日(

日)

に
は
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約

２
０
０
名
の
方
々
が
、
晩
白
柚
収
穫
祭
に
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

年
に
３
回
体
験
を
行
う
「
晩
白
柚
オ
ー
ナ
ー
の

樹
事
業
」
は
、
今
年
も
開
催
予
定
で
す
。
晩
白
柚

の
樹
を
１
本
２
万
円
で
、
収
穫
ま
で
自
分
の
樹
と

し
て
育
て
、
収
穫
が
楽
し
み
な
事
業
で
す
。
宿
泊

者
限
定
の
前
夜
祭
で
開
催
す
る
大
抽
選
会
も
大
人

気
で
す
。
ぜ
ひ
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
日
奈
久
温
泉
旅
館
組
合

組
合
長

松
本
啓
佑)

平
成
最
後
の
新
年
を
迎
え
、
屠
蘇
気
分

も
覚
め
や
ら
ぬ
１
月
９
日
、
日
奈
久
校
区

婦
人
会
35
名
、
寒
風
が
吹
い
た
も
の
の
天

気
に
恵
ま
れ
た
早
朝
、
佐
賀
の
九
社
詣
で

へ
と
出
発
い
た
し
ま
し
た
。

車
中
で
は
倉
野
会
長
の
巧
み
な
話
術
で
、

み
ん
な
の
心
を
和
ま
せ
ら
れ
、
時
間
が
経

つ
の
も
つ
か
の
間
、
佐
賀
の
新
北
神
社
へ

と
到
着
し
ま
し
た
。

｢

や
る
気｣

｢

勇
気｣

｢

元
気｣

の
御
霊
に

参
拝
、
樹
齢
２
２
０
０
年
余
の
大
飛
龍
木

ビ
ャ
ク
シ
ン
の
神
木
の
前
で
、
記
念
撮
影

を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
佐
嘉
神
社
、
八

社
詣
で
で
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込
め
て
の

祈
願
を
済
ま
せ
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

久
し
振
り
に
仕
事
を
離
れ
、
こ
の
一
年

の
無
病
息
災
、
招
福
万
来
を
と
参
拝
で
き

た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
し
た
。
ま
た
、

車
中
で
の
プ
ロ
顔
負
け
の
の
ど
自
慢
続
出

と
、
元
気
を
い
た
だ
い
た
一
日
で
し
た
。

（
東
町

久
保
田
惠
美
子
）

｢

や
る
気｣｢

勇
気｣｢

元
気｣

の

御
霊
に
参
拝

婦
人
会
三
社

コ
ミ
セ
ン
１
階
ト
イ
レ
の
改
修

月
を
想
う

春
を
待
つ

第
10
回
ひ
な
ぐ
雛
祭
り

始
ま
る

２
月
９
日(

土)

～
３
月
３
日(

日)

期
間
中
は
日
奈
久
温
泉
街
の
各
旅
館
や

旧
八
代
屋
旅
館
、
観
光
交
流
施
設
「
日
奈

久
ゆ
め
倉
庫
」
な
ど
に
雛
人
形
な
ど
を
展

示
。
土
、
日
曜
日
は
ひ
な
ぐ
雛
手
作
り
体

験
を
開
催
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン

ト
の
楽
し
さ
と
優
雅
な
絵
巻
物
の
よ
う
な

美
し
さ
を
お
届
け
し
ま
す
。

旅
館
や
ば
ん
ぺ
い
湯
、
ゆ
め
倉
庫
、
日

奈
久
温
泉
駅
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で

は
ス
テ
キ
な
賞
品
も
あ
り
ま
す
。

主
催:

日
奈
久
住
民
自
治
会

主
管:

ひ
な
ぐ
雛
祭
り
実
行
委
員
会

２
月
９
日
（
土
）
15
時
～

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・雛
迎
え
の
儀

演
奏
と
コ
ン
サ
ー
ト
で

盛
り
上
げ
ま
す

「
城
下
町
や
つ
し
ろ
の
お
雛
祭
り
」

オ
ー
プ
ニ
ン
グ(

本
町
ア
ー
ケ
ー
ド)

で

Ｐ
Ｒ
し
た
あ
と
、
15
時
か
ら
日
奈
久
で

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
盛
大
に
行
い
ま
す
。

親
子
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

温
泉
セ
ン
タ
ー
ば
ん
ぺ
い
湯
前

15
時
～

秀
岳
館
「
雅
太
鼓
」

雛
迎
え
の
儀

行
列

駕
籠
に
乗
っ
た
か
ぐ
や
姫
の

行
列
が
ゆ
め
倉
庫
ま
で
進
み
ま
す
。

ゆ
め
倉
庫(

入
場
無
料)

そ
が
み
ま
こ
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト

白
百
合
学
園
箏
曲
部
演
奏

（
17
時
30
分
頃
終
了
予
定
で
す
。
）

期
間
中
の
土
・
日
曜
日
は

ひ
な
ぐ
雛
手
作
り
体
験

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

ハ
マ
グ
リ
の
貝
殻
を
使
っ
た
ひ
な
ぐ
雛

人
形
、
子
ど
も
で
も
楽
し
く
作
れ
ま
す
。

◆
開
催
日
時

２
月
10
日(

日)

、
16
日(

土)

17
日(

日)

、
23
日(

土)

、
24
日(

日)

３
月
２
日(

土)

、
３
日(

日)

の
７
回

10
時
～
12
時
、
13
時
～
15
時

◆
会
場

日
奈
久

ゆ
め
倉
庫

◆
体
験
料

１
０
０
０
円

１
２
０
０
円

２
月
24
日(

日)
楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い

日
奈
久
う
ま
か
も
ん
市

10
時
～
15
時

日
奈
久
温
泉
街
一
帯

日
奈
久
の
お
い
し
さ
を
販
売

日
奈
久
温
泉
お
か
み
カ
フ
ェ

11
時
～

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
百
年
通
り(

鏡
屋
旅
館)

料
金

５
０
０
円(

１
０
０
食
限
定)

売
り
切
れ
次
第
終
了
し
ま
す
。

古
布
、
は
ぎ
れ
の
布
市

10
時
～
15
時

温
泉
セ
ン
タ
ー
ば
ん
ぺ
い
湯
駐
車
場

雛
ぜ
ん
ざ
い
を
ど
う
ぞ

10
時
～

１
０
０
円(

２
５
０
食
限
定)

温
泉
セ
ン
タ
ー
ば
ん
ぺ
い
湯
駐
車
場

日
奈
久
路
地
裏
春
探
し

13
時
～

受
付

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

１
０
０
円

日
奈
久
の
路
地
裏
は
お
も
し
ろ
い

24
日
、
18
時
～
19
時
30
分
頃

雛
送
り
の
儀

「
月
を
想
う

春
を
待
つ
」

大
人
へ
と
成
長
し
た
ひ
な
ぐ
か
ぐ
や

姫
を
感
謝
の
心
で
お
見
送
り
。

（
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
ス
タ
ー
ト
）

・
ひ
な
ぐ
か
ぐ
や
姫
一
行
の
行
列

三
人
官
女
ら
を
伴
っ
て
竹
灯
り
の
道

を
ば
ん
ぺ
い
湯
前
へ
進
み
ま
す
。

・
雛
送
り
の
儀(

ば
ん
ぺ
い
湯
前
）

・
チ
ェ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト

包
み
込
む
よ
う
な
チ
ェ
ロ
の
演
奏
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

・
「
あ
り
が
と
う
」
メ
ッ
セ
ー
ジ

・
か
ぐ
や
姫
閉
会
宣
言

ひ
な
ぐ
雛
祭
り
関
係
の
お
問
合
せ
は

日
奈
久
温
泉
観
光
案
内
所
へ

℡

０
９
６
５
（
38
）
０
２
６
７

23
日
、
24
日
の
18
時
～
21
時
頃

竹

灯

籠

い
こ
い
の
広
場(

雨
天
中
止)

晩
白
柚
オ
ー
ナ
ー
樹
収
穫
祭

前
夜
祭
・
収
穫
祭
開
催

日
奈
久
コ
ミ
セ
ン
の
一
階
ト
イ
レ
の
改

修
が
進
み
、
検
査
が
済
む
２
月
上
旬
か
ら

使
用
可
能
に
な
る
予
定
で
す
。

今
回
は
多
目
的
ト
イ
レ
も
設
置
さ
れ
、

今
ま
で
以
上
に
快
適
に
利
用
出
来
ま
す
。

１
月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
運
営
委
員
会

の
協
議
内
容
の
中
か
ら
、
記
事
に
し
な
か
っ

た
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
町
内
連
絡
委
員
会

・
馬
越
町
に
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
建
設

中
で
あ
る
。

○
福
祉
健
康
人
権
部
会

・
１
月
10
日
に
保
寿
寮
の
ど
ん
ど
や
が
あ

り
、
婦
人
会
よ
り
９
名
が
手
伝
い
を
し
た
。

校
区
の
ど
ん
ど
や
で
予
定
し
て
い
た
ぜ
ん

ざ
い
の
材
料
は
、
雛
祭
り
で
活
用
す
る
。

○
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
会

・
駅
伝
大
会
は
４
チ
ー
ム
と
少
な
か
っ
た

が
、
天
気
も
良
く
、
盛
り
上
が
っ
た
。
来

年
は
増
え
て
欲
し
い
。

・
ふ
れ
あ
い
祭
り
に
つ
い
て
は
、
今
月
下

旬
に
会
議
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

○
事
務
局

・
Ｊ
Ｒ
Ａ
寄
付
物
品
の
選
定
に
つ
い
て
は
、

該
当
町
内
３
月
ま
で
に
は
、
事
務
局
に
連

絡
し
て
欲
し
い
。

８
日(

金)

市
民
税･

県
民
税
の

申
告
相
談
会

９
日(

土)

ひ
な
ぐ
雛
祭
り
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
・
雛
迎
え
の
儀

23
日(

土)

竹
灯
籠
18:

00
～

24
日(

日)

ひ
な
ぐ
雛
祭
り
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
、
雛
送
り
の
儀

竹
灯
籠

思
い
を
つ
な
い
だ
日
奈
久
チ
ー
ム

校
区
対
抗
駅
伝
大
会
14
位

小
雨
模
様
の
１
月
20
日(

日)

に
開
催
さ
れ
た

校
区
対
抗
駅
伝
大
会
で
は
、
日
奈
久
チ
ー
ム
は
、

全
力
を
出
し
て
健
闘
し
ま
し
た
。
一
時
、
10
位
ま

で
順
位
を
上
げ
た
も
の
の
、
最
終
的
に
は
１
時
間

57
分
34
秒
で
14
位(

17
チ
ー
ム
中)

で
ゴ
ー
ル
し

ま
し
た
。

北
園
武
広
監
督
は
、
「(

ト
ッ
プ
の
金
剛
チ
ー

ム
が
速
す
ぎ
た
の
で
）
繰
り
上
げ
ス
タ
ー
ト
も
あ

り
ま
し
た
が
、
み
ん
な
の
気
持
ち
は
着
実
に
繋
が

り
、
ア
ン
カ
ー
の
福
島
君
の
走
り
に
現
れ
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
来
年
も
あ
る
の
で
、
個
人
個
人
が

練
習
を
し
て
、
ま
た
来
年
頑
張
り
ま
し
ょ
う｣

と

労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。
出
場
の
選
手
は
次
の
通

り
で
す
。
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

１
区
米
﨑
こ
と
み
、
２
区
森
本
皇
我
、
３
区
中
山

陽
、
４
区

堀
端
良
行

５
区
田
並

尚
也
、
６

区
上
原
礼

７
区
森
村

亮
太
、
８

区
増
田
翔

９
区
本
田

り
く
と
、

10
区
福
島

健
介

３種類用意されています

市
民
税･

県
民
税
の
申
告
相
談
会

地域住民は困っています

（広告欄）
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２

12
月
24
日
～
26
日
に
岡
山
県
の

ジ
ッ
プ
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た

第
37
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜

大
会
に
出
場
し
て
い
た
丸
尾
雄
飛

君
の
八
代
工
業
高
校
チ
ー
ム
が
、

見
事
３
位
の
栄
冠
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。

25
日
の
予
選
で
は
、
３
人
合
計

12
射
中
10
中
で
１
位
タ
イ
と
な
り
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
を
決
め

ま
し
た
。
丸
尾
君
は
緊
張
し
た
と

言
い
ま
す
が
、
４
射
皆
中
（
全
部

当
た
っ
た
）
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

上
位
16
チ
ー
ム
で
行
わ
れ
た
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
は
、
１
回
戦

で
優
勝
候
補
の
大
阪
の
浪
速
高
校

に
競
射
（
引
き
分
け
だ
っ
た
の
で
、

改
め
て
一
人
１
射
ず
つ
射
る
）
で

勝
ち
抜
け
ま
し
た
。
そ
の
勢
い
で

準
々
決
勝
で
は
、
12
射
中
11
中
と

い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
で
勝
ち
上

が
り
ま
し
た
。
準
決
勝
で
は
、
優

勝
し
た
宮
城
県
の
東
北
学
院
に
敗

れ
ま
し
た
が
、
初
出
場
で
見
事
な

成
績
を
収
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

「
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
緊
張
な

く
楽
し
む
事
が
出
来
ま
し
た
。
今

後
は
、
さ
ら
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

よ
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
早
く
も
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優
勝
を

目
指
し
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

栄
冠
！
全
国
第
３
位

丸
尾
雄
飛
君
（
大
坪
町
）

みんなで築こう 人権の世紀

〈
人
権
標
語
〉

〇
他
の
国
の
人
た
ち
と
も

仲
よ
く
笑
顔
で

せ
っ
し
よ
う

〇
他
の
国
の
人
と

仲
よ
く
話
し
た
り

遊
ん
だ
り
し
よ
う

〇
男
子
と
女
子

席
が
と
な
り
に
な
っ
て
も

仲
よ
く
話
そ
う

○
い
じ
め
は
だ
れ
に
も
し
な
い

先
ぱ
い
も
後
は
い
も

仲
よ
く
遊
ぼ
う

○
泣
い
て
い
る
友
達
を
見
か
け
た
ら

い
っ
し
ょ
に
遊
ん
で
あ
げ
よ
う

○
自
分
の
命
も

友
達
の
命
も
一
つ
だ
け

い
つ
で
も

ど
こ
で
も

大
切
に
し
よ
う

○
み
ん
な
で
ま
も
ろ
う

み
ん
な
の
笑
顔

○
み
ん
な
で
作
ろ
う

み
ん
な
の
元
気

４年森下 拓海

天
候
に
恵
ま
れ
た
元
日
に
、
町
内
対

抗
駅
伝
大
会
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
例
年
に
な
く
４
チ
ー
ム
と
参

加
チ
ー
ム
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

コ
ー
ス
の
あ
ち
こ
ち
で
大
き
な
声
援

が
送
ら
れ
ま
し
た
。
競
技
は
、
４
区

で
ト
ッ
プ
に
立
っ
た
塩
南
町
が
二
位

以
下
に
大
差
を
つ
け
て
優
勝
し
ま
し

た
。
逆
転
も
見
ら
れ
、
最
後
ま
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
、
大
会
の
運
営
に

当
た
ら
れ
た
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

２
位
大
坪
町
、
３
位
竹
之
内
町
、

４
位
塩
北
・
新
開
町

〈
区
間
賞
〉(

２
区
以
降)

２
区
米
﨑
こ
と
み(

竹
之
内)

３
区
森

本
皇
我(

竹
之
内)

４
区
平
野
名
花

(

塩
南)

５
区
谷
川
大
河(

塩
南)

６
区

上
原
礼(

塩
北
・
新
開)

７
区
松
山
勝

美(

塩
南)

８
区
堀
端
良
行(

塩
南)

９
区
山
田
勝
孝(

大
坪)

10
区
木
森

孝
徳(

大
坪)

塩
南
町

初
優
勝

町
内
対
抗
駅
伝
大
会

12
月
31
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ

て
「
火
流
の
彩
」
が
、
厳
か
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

午
前
９
時
か
ら
の
準
備
に
は
、
約

30
名
の
実
行
委
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に

は
、
肥
後
銀
行
日
奈
久
支
店
の
支
店

長
様
を
は
じ
め
６
名
の
方
や
二
見
や

千
丁
か
ら
の
方
々
が
参
加
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

午
後
８
時
か
ら
点
灯
が
始
ま
り
、

瞬
く
間
に
４
５
０
０
本
の
幻
想
的
な

灯
り
が
広
が
り
ま
し
た
。
灯
り
に
誘

わ
れ
る
よ
う
に
多
く
の
参
拝
者
が
来

場
し
、
盛
ん
に
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
押
し
て
い
ま
し
た
。

市
内
松
崎
町
か
ら
来
た
穴
井
隆

次
さ
ん
と
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
・
ヴ
ィ

ル
ジ
ニ
ー
さ
ん(

カ
ナ
ダ
ケ
ベ
ッ
ク

州
在
住)

の
二
人
は
、
今
年
７
月
に

結
婚
予
定
だ
そ
う
で
す
。

「
昼
に
温
泉
に
来
た
ら
、
ポ
ス
タ
ー

が
貼
っ
て
あ
っ
た
の
で
、
夜
に
見

に
来
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
美
し
く
て
素
晴
ら
し
い
で

す
ね
。
来
て
よ
か
っ
た
で
す
。
」

と
笑
顔
で
話
さ
れ
、
灯
り
を
バ
ッ

ク
に
、
二
人
の
写
真
を
撮
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

「日奈久いいね。そだねー」と昨年の流行語大賞を使っ
た文字も浮かびました。

幽
玄
の
灯
り
に
歓
声
！

「
火
流
の
彩
」
開
催

今
年
の
ど
ん
ど
や
は
、
予
定
さ
れ
て

い
た
１
月
12
日(

土)

は
、
あ
い
に
く
の

雨
の
た
め
に
14
日(

月)

に
延
期
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

11
日(

金)

の
準
備
で
は
、
12
メ
ー
ト

ル
の
孟
宗
竹
を
切
り
出
し
、
組
み
立
て

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
学
校
等
の
剪

定
さ
れ
た
木
々
の
枝
を
運
び
込
み
ま
し

た
。
後
半
に
は
中
学
校
の
生
徒
や
先
生

の
協
力
も
あ
り
、
大
き
な
櫓
が
完
成
さ

れ
ま
し
た
。

14
日(

月)

は
、
風
も
穏
や
か
で
天
候

に
恵
ま
れ
、
９
時
に
点
火
を
さ
れ
ま
し

た
。
時
折
大
き
な
破
裂
音
が
、
邪
気
を

追
い
払
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
龍
が
天
に

上
る
よ
う
に
炎
が
舞
い
上
が
る
と
、
歓

声
が
上
が
り
ま
し
た
。

火
が
収
ま
っ
て
く
る
と
、
参
加
者
は

め
い
め
い
に
持
ち
寄
っ
た
餅
や
芋
を
焼

い
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
延
期
に
な
り
、

周
知
が
十
分
出
来
な
か
っ
た
た
め
に
、

参
加
者
が
少
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
し

た
。な

お
、
学
校
の
南
西
側
の
地
域
の
皆

さ
ん
に
は
、
降
灰
で
大
変
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
し
た
。
ご
理
解
と
ご
協
力
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

燃
や
し
尽
く
し
て
運
動
場
を
元
の
よ

う
に
戻
し
た
の
は
15
時
を
過
ぎ
て
い
ま

し
た
。
消
防
24
分
団
、
11
日
の
準
備
で

協
力
し
て
い
た
だ
い
た
先
生
方
や
生
徒

の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
自
治
会
、
有
志
の

皆
さ
ん
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

炎
を
上
げ
て
厄
払
い

地域住民と中学生が協力して櫓づくり

友
好
都
市
の
中
国
北
海
市
へ
の
友
好
派
遣
団
に
、

日
奈
久
中
学
校
１
年
上
原
礼
（
あ
や
）
さ
ん
が
参
加

し
ま
し
た
。

日
奈
久
中
学
校
１
年

上
原

礼

私
た
ち
団
員
10
名
は
、
12
月
18
日
か
ら
23
日
ま
で

の
６
日
間
、
中
国
に
行
き
ま
し
た
。
私
が
６
日
間
過

ご
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
大
き
く
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
今
ま
で
思
っ
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
と
全

く
違
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
テ
レ
ビ
な
ど
で
紹
介

さ
れ
る
中
国
は
、
環
境
問
題
な
ど
悪
く
捉
え
ら
れ
る

も
の
ば
か
り
で
、
行
く
際
も
少
し
不
安
で
し
た
。
し

か
し
、
い
ざ
行
っ
て
み
る
と
、
見
る
景
色
、

感
じ
る
も
の
が
私
が
思
っ
て
い
た
も
の
と
全

く
違
い
、
初
め
て
行
く
私
に
と
っ
て
、
一
つ

一
つ
が
新
鮮
で
し
た
。
私
は
、
自
分
で
そ
の

国
に
行
っ
て
み
た
り
、
聞
い
た
り
す
る
こ
と

は
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
今
回
の
目
的
で
あ
る
北
海
市

へ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
こ
と
で
し
た
。
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
の
家
に
は
、
２
日
間
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
旅
で
現
地
の
子

達
と
ふ
れ
あ
え
て
交
流
で
き
る
も
の
で
、
一

番
楽
し
み
に
し
て
い
た
こ
と
で
し
た
。
で
も

同
時
に
違
う
国
で
通
じ
な
い
言
語
、
一
人
で

滞
在
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
不
安
な
こ
と
で

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
対
面
す
る
と
き
、
通
訳
の
丸
西
さ
ん

が
中
国
語
で
私
の
名
前
を
言
わ
れ
る
と
、
目

の
前
の
女
の
子
が
抱
き
つ
い
て
き
て
く
れ
、
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
私
の
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
だ
と
い
う
こ
と
が
、
す
ぐ
に
解
り
ま

し
た
。
歓
迎
し
て
く
れ
た
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
車
に
乗
る
と
英
語
で
話
し
か
け
て
き
て
く

れ
最
初
は
少
し
戸
惑
っ
た
け
ど
、
学
校
で
習
っ
た
単

語
や
塾
で
習
っ
た
文
法
な
ど
が
出
て
き
て
、
聞
き
取

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
時
、
会
話
で
き
て
い

る
と
い
う
の
が
と
て
も
う
れ
し
く
、
今
ま
で
英
語
を

習
っ
て
き
た
こ
と
が
役
に
立
ち
ま
し
た
。
家
で
は
、

日
本
の
ア
ニ
メ
を
見
ま
し
た
。
ソ
フ
ァ
に
並
ん
で
同

じ
ア
ニ
メ
を
見
て
笑
っ
た
り
、
ど
き
ど
き
し
た
り
、

気
持
ち
を
共
感
で
き
て
い
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
ま

し
た
。

次
の
日
は
、
北
海
中
学
と
い
う
学
校
に
行
き
ま
し

た
。
そ
こ
は
と
て
も
広
く
、
生
徒
数
は
日
奈
久
中
の

１
０
０
倍
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
と
て
も
緊
張
し
ま

し
た
。
で
も
、
ク
ラ
ス
に
入
る
と
私
を
拍
手
で
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。
休
み
時
間
に
な
る
と
た
く
さ
ん
質

問
を
し
て
く
れ
て
、
私
た
ち
団
員
を
と
て
も
歓
迎
し

て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
放
課
後
に
は
、
部
活
動
を
案
内
し
て
く
れ
ま

し
た
。
中
国
の
ス
ポ
ー
ツ
と
い
え
ば
、
卓
球
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
の
で
す
が
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
や
テ
ニ
ス
も
あ
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

そ
の
夜
は
、
そ
の
日
に
あ
っ
た
出
来
事
を
思
い
返

し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
子
と
仲
よ
く
で
き
た
り
、

中
国
の
歌
を
歌
っ
た
り
と
一
日
で
中
国
の
文
化
を

た
く
さ
ん
学
べ
た
気
が
し
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
お
別
れ
の
時
間
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

今
思
い
出
し
て
み
る
と
、
言
葉
が
通
じ
ず
「
早
く

日
本
に
帰
り
た
い
」
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
で
も
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
私
に
と
て

も
や
さ
し
く
接
し
て
く
れ
て
、
学
校
や
家
族
の
こ

と
を
話
し
て
く
れ
た
の
で
、
２
日
間
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。
お
別
れ
の
時
に
「
次
は
八
代
に
来

て
ね
」
と
約
束
し
た
の
で
、
私
を
迎
え
て
く
れ
た

よ
う
に
、
次
は
私
が
八
代
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

今
ふ
り
か
え
っ
て
み
て
、
初
め
て
の
外
国
で
こ

ん
な
良
い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
え
て
、
中
国
が
大

好
き
に
な

れ
て
良
か
っ

た
で
す
。

今
後
こ
の

経
験
を
生

か
し
て
こ

れ
か
ら
の

生
活
に
繋

げ
ら
れ
る

よ
う
に
頑

張
り
た
い

で
す
。

八代市青少年友好派遣団に参加して

ボランティアと力を合わせて竹灯籠の設置

高く燃え上がる
どんどや

制服姿が上原礼さん

４
年

宮
地
妃
菜

４
年

西
村
姫
理

４
年

二
上
聖
史

４
年

中
山
斗
碧

４
年

堤

大
夢

４
年

大
津
聖
良

５
年

松
本
龍
樹

５
年

緒
方
輝
成

（広告欄）


